
別紙２ 

1 

【杉並区保健福祉計画】杉並区地域福祉推進計画（案）・杉並区子ども家庭計画（案） 

・杉並区健康医療計画（案）の修正について 

 

１ 各計画の案の修正状況 

計画案名称 
区民等意見 

による修正 
その他の修正 計 

杉並区地域福祉推進計画 5 か所 69 か所 74 か所 

杉並区子ども家庭計画 0 か所 22 か所 22 か所 

杉並区健康医療計画 0 か所 36 か所 36 か所 

計 5 か所 127か所 132か所 

 

２ 各計画（案）の修正一覧 

次ページ以降のとおり 

（区民等意見による修正は、網掛けで記載。「頁」欄の記載の数は、別紙３の各計画における該当ページ） 

  



 

2 

（１）杉並区地域福祉推進計画 

※網掛けの部分は、計画に反映させた意見 

No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

1 15 

第１章２ 

(2) 

○～略～、地域共生社会の実現に

向けた地域福祉分野に関する事業

の方向性や、優先的に推進する取

組を提示しています。 

～略～ 

○～略～、取組等を推進させてい

きます。 

 

○～略～、地域共生社会の実現に

向けた地域福祉分野における事業

の方向性や、優先的に推進する取

組を提示しています。 

～略～ 

○～略～、取組等を推進していき

ます。 

適切な記述に

修正 

2 20 

第２章１ 

(2) 

○国は、成年後見制度が認知症、

知的障害その他の精神上の障害等

があることにより、財産の管理や

日常生活等に支障がある人たちを

社会全体で支え合うための重要な

手段であるにもかかわらず、利用

者が制度を利用するメリットが実

感できず、～略～。 

 

○この法律では、国は成年後見制

度の利用の促進に関する施策を総

合的かつ計画的に推進するため、

成年後見制度の利用の促進に関す

る基本的な計画を定めることが明

記されており、  国は平成 29

（2017）年 3 月に「第一期成年後

見制度利用促進基本計画」を策定

しました。 

～略～ 

 

○国は、成年後見制度が、認知症

や知的障害、その他の精神上の障

害等があることにより、財産の管

理や日常生活等に支障がある人た

ちを社会全体で支え合うための重

要な手段であるにもかかわらず、

利用者が制度を利用するメリット

を実感できず、～略～。 

 

○この法律には、国は成年後見制

度の利用の促進に関する施策を総

合的かつ計画的に推進するため、

成年後見制度の利用の促進に関す

る基本的な計画を定めることが明

記されており、これに基づき国は

平成 29（2017）年 3 月に「第一期

成年後見制度利用促進基本計画」

を策定しました。 

～略～ 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

3 21 

第２章１ 

(5) 

～略～ 

○区では、杉並区総合計画・実行

計画において、区の具体的な取組

とＳＤＧｓとの対応関係を明示

し、世界規模の課題と地域の課題

が重なっていることを区民と共有

した上で、各計画事業を推進して

いくこととしています。 

 

○このことを踏まえて、本計画に

おいても以下のとおりＳＤＧｓの

項目と区の取組との対応関係を明

示するとともに、今後とも世界共

通の目標として設定されたＳＤＧ

ｓの考え方と軸を一にした取組を

進めていきます。 

～略～ 

 

～略～ 

○区では、杉並区総合計画・実行

計画において、区の具体的な取組

とＳＤＧｓとの対応関係を明示

し、世界規模の課題と地域の課題

が連なっていることを区民と共有

した上で、各計画事業を推進して

いくこととしています。 

 

○このことを踏まえて、本計画に

おいてもＳＤＧｓの目標と区の取

組との対応関係を明示するととも

に、今後とも世界共通の目標とし

て設定されたＳＤＧｓの考え方と

軌を一にした取組を進めていきま

す。 

～略～ 

適切な記述に

修正 

4 21 

第２章１ 

(5) 

本計画に関連するＳＤＧｓのゴー

ルとの関係 

 

－ 記載場所変更

のため削除 

5 21 

第２章１ 

(4) 

注釈 

ひきこもり：様々な要因の結果と

して社会的参加を回避し、原則的

には６ヵ月以上にわたって概ね家

庭にとどまり続けている状態 

 

ひきこもり：様々な要因の結果と

して社会的参加を回避し、原則的

には 6 か月以上にわたって概ね家

庭にとどまり続けている状態 

表記の統一に

よる修正 

6 22 

第２章２ 

(1) 

○区の人口は令和 3（2021）年に

573,504人となっており、  令和

47（2065）年には 529,028 人にな

ることが見込まれます。 

○区の人口は令和 3（2021）年に

573,504 人となっており、令和 17

（2035）年頃まで微増で推移した

後に減少傾向に転じ、令和 47

（2065）年には 529,028 人になる

ことが見込まれます。 

 

わかりやすく

なるよう記述

を追加 

7 28 

第２章３ 

(1) 

平成 27年（2015）年度「生活困窮

者  支援法」の施行を受け、～

略～。 

 

平成 27（2015）年「生活困窮者自

立支援法」の施行を受け、～略～。 

誤記による修

正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

8 28 

第２章３ 

(3) 

注釈 

 

震災救援所：～略～。区内の小・中

学校等 65カ所を指定 

震災救援所：～略～。区内の小・中

学校等 65か所を指定 

表記の統一に

よる修正 

9 29 

第２章３ 

(4) 

◯～略～、相談件数や申立て支援

件数は順調に伸びており、成年後

見人や関係機関から寄せられる相

談も増えています。 

○～略～、本人を中心とした支援・

活動における共通基盤づくりを目

指し、地域共生社会の実現に向け

た権利擁護支援の推進を図る必要

があります。 

 

◯～略～、相談件数や申立て支援

件数は着実に伸びており、成年後

見人や関係機関から寄せられる相

談も増えています。 

○～略～、本人を中心とした支援

活動に取り組み、地域共生社会の

実現に向けた権利擁護支援の推進

を図る必要があります。 

適切な記述に

修正 

10 36 

第３章 

施策１ 

現状と課題 

～略～ 

○区の相談窓口などには、地域住

民から分野を問わない相談等が多

数寄せられており、地域の困りご

とについては、民生委員・児童委

員や地域住民が相談し合い、課題

解決に取り組むことができる環境

を整えていく必要があります。 

～略～ 

～略～ 

○区の相談窓口などには、地域住

民から分野を問わない相談等が多

数寄せられています。こうした地

域の困りごとについて、民生委員・

児童委員や地域住民が相談し合

い、課題解決に取り組むことがで

きる環境を整えていく必要があり

ます。 

～略～ 

 

適切な記述に

修正 

11 37 

第３章 

施策１ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 

 

 

記載場所変更

による追加 

12 
38 

40 

第３章 

施策１ 

事業１ 

主な取組(5) 

所管課 

 

子ども家庭部管理課 地域子育て支援課 組織改正によ

る修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

13 38 

第３章 

施策１ 

事業１ 

事業の方向

性 

○地域において日頃からの声のか

け合いや～略～。身近な地域で相

談ができる機会や場を増やすとと

もに、互助の活動や地域の課題に

ついて話し合う機会に、地域住民

が参加しやすい環境づくりや仕組

みの整備に取り組んでいきます。 

～略～ 

○地域において、日頃からの声の

かけ合いや～略～。身近な地域で

相談ができる機会や場を増やすと

ともに、互助の活動や地域の課題

についての話し合いに、地域住民

が参加しやすくなる環境づくりや

仕組みの整備に取り組んでいきま

す。 

～略～ 

 

適切な記述に

修正 

14 39 

第３章 

施策１ 

事業１ 

主な取組(2) 

～略～、地域の協力により家事・

介護援助をする「住民参加型のサ

ービス」です。住み慣れた地域で

暮らし続けることを目的とした住

民参加型の活動であり、様々な機

会や媒体を活用し、～略～。 

 

～略～、地域の協力により家事及

び介護援助をする「住民参加型の

サービス」です。住み慣れた地域

で暮らし続けることを目的として

おり、様々な機会や媒体を活用し

て、～略～。 

適切な記述に

修正 

15 40 

第３章 

施策１ 

事業１ 

主な取組(3) 

 

～略～。杉並区内全域を第 1 層、

～略～。 

～略～。区内全域を第 1 層、～略

～。 

表記の統一に

よる修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

16 41 

第３章 

施策１ 

事業１ 

主な取組(4) 

コラム 

地域包括支援センター（ケア 24）

担当区域を圏域とする第 2 層で

は、身近な地域の支え合い活動を

広めるため、地域の住民や活動団

体が参画し、その地域ならではの

支え合いの仕組みづくりを検討す

る第 2 層協議体の設置を進めてい

ます。また、地域のネットワーク

の構築、支え合いによる活動の開

発、ニーズと活動とのマッチング、

協議体と地域の様々な活動団体や

活動者との橋渡し等を役割とする

生活支援コーディネーターを各ケ

ア 24 に配置し、第 2層協議体とと

もに身近な地域の支え合いの取組

を推進しています。～略～ 

地域包括支援センター（ケア 24）

担当区域（第 2 層圏域）に配置さ

れた第 2 層生活支援コーディネー

ターは、地域の様々な活動団体や

活動者との橋渡し、支えあいによ

る活動の開発、ニーズと活動との

マッチング等を行い、その地域な

らではの支えあいの仕組みづくり

を推進する第 2 層協議体の設置を

進めています。町会、自治会関係

者、民生児童委員、NPO 法人、社会

福祉法人等から構成される第 1 層

協議体は、区内全域を対象とした

支えあい活動の普及啓発、関係機

関とのネットワーク化を進めてい

ます。第 1 層生活支援コーディネ

ーターは、第 1 層協議体の調整、

地域資源の把握、第 2 層コーディ

ネーターとの連携・協力等を行い、

区内全域の支えあいの仕組みづく

りを推進しています。～略～ 

 

適切な記述に

修正 

17 45 

第３章 

施策１ 

事業３ 

主な取組(4) 

地域のニーズなどを反映した高齢

者向けの企画を実施する NPO 法人

等の運営団体が区と協定を締結

し、協働事業を実施します。 

ゆうゆう館を高齢者の地域活動の

拠点とし、高齢者の知識や経験を

活用した協働事業の充実等により

利用者ニーズに応えるほか、高齢

者の地域活動の活性化を図りま

す。 

 

ゆうゆう館では、運営団体である

NPO 法人等が、区との協定に基づ

き、高齢者のニーズ等に応じた「い

きがい学び」「ふれあい交流」「健

康づくり」に関する協働事業を実

施します。この協働事業を通じて、

高齢者の地域活動の活性化を図り

ます。 

適切な記述に

修正 

18 45 

第３章 

施策１ 

事業３ 

主な取組(4) 

〇ゆうゆう館については、これま

での再編の取組の検証等を踏ま

え、今後の方針を決定していきま

す。 

〇ゆうゆう館については、P84の※

参照 

区民等の意見

提出手続によ

る意見を踏ま

え、適切な記

述に修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

19 47 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(1) 

コラム 

～略～、その情報はご本人の同意

のもと、「登録者台帳」として震災

救援所運営連絡会、民生委員・児

童委員、消防署、警察署などに提

供・共有されます。～略～。 

また、平常時には民生委員・児童

委員等が登録者の自宅を訪問し、

登録者それぞれの実情に合った具

体的な支援を行うため、～略～。 

震災救援所では、災害発災時に迅

速な活動ができるよう、登録者台

帳や、～略～。 

 

～略～、その情報は本人の同意の

もと、震災救援所運営連絡会、民

生委員・児童委員、消防署、警察署

などへ「登録者台帳」として提供・

共有します。～略～。 

また、平時には民生委員・児童委

員等が登録者の自宅を訪問し、登

録者それぞれの実情に合った具体

的な支援を行うため、～略～。 

震災救援所では、災害発生時に迅

速な活動ができるよう、登録者台

帳や～略～。 

適切な記述に

修正 

20 48 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(2) 

～略～、震災救援所運営連絡会の

役員等に個人情報保護研修を行っ

た上で、平常時から共有できるよ

う体制を整えます。～略～。 

 

～略～、震災救援所運営連絡会の

役員等に個人情報保護研修を行っ

た上で、平時から共有できるよう

体制を整えます。～略～。 

表記の統一に

よる修正 

21 48 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(3) 

災害発生時、スムーズに災害ボラ

ンティアセンターの立ち上げやボ

ランティアコーディネート等が行

えるよう、平常時から～略～。ま

た、～略～、杉並区社会福祉協議

会の職員や災害支援団体と共に、

～略～。 

 

災害発生時、スムーズに災害ボラ

ンティアセンターの立ち上げやボ

ランティアコーディネート等が行

えるよう、平時から～略～。また、

～略～、災害ボランティアの講座

の修了者や災害支援団体と共に、

～略～。 

適切な記述に

修正 

22 49 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(3) 

コラム 

杉並区社会福祉協議会（以下杉並

社協）では、震度 5 強の地震など

大規模災害時に「杉並区災害ボラ

ンティアセンター（以下災害ボラ

セン）」を設置する～略～。 

 

杉並区社会福祉協議会では、震度

5強の地震など大規模災害時に「杉

並区災害ボランティアセンター」

を設置する～略～。 

表記の統一に

よる修正 

23 49 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(3) 

コラム 

【災害に備えた取り組み】 

～略～ 

杉並社協では、災害ボラセンを～

略～。 

 

【災害に備えた取り組み】 

～略～ 

杉並区社会福祉協議会では、災害

ボランティアセンターを～略～。 

※同内容他 6か所 

 

表記の統一に

よる修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

24 49 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(3) 

コラム 

【災害に備えた取り組み】 

～略～ 

杉並社協では、社協職員と講座修

了生を中心に訓練を行っていま

す。 

区の関係機関、民生  ・児童委

員、各震災救援所、近隣町会・自治

会にも参加していただき、～略～。 

 

【災害に備えた取り組み】 

～略～ 

杉並区社会福祉協議会では、災害

ボランティアの講座の修了生を中

心に訓練を行っています。 

区の関係機関、民生委員・児童委

員、各震災救援所、近隣町会・自治

会にも参加していただき、～略～。 

適切な記述に

修正 

25 49 

第３章 

施策１ 

事業４ 

主な取組(3) 

コラム 

 

【災害に備えた取り組み】 

定期的に連絡会を行い、平常時か

らの連携を強化しています。 

【災害に備えた取り組み】 

定期的に連絡会を行い、平時から

の連携を強化しています。 

記述を統一す

るための修正 

26 53 

第３章 

施策２ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 

 

記載場所変更

による追加 

27 53 

第３章 

施策２ 

施策指標 

指標② 

指標の説明 

「家庭裁判所が受理している本人

の数（12 月末時点）」 

 

令和 3年度 令和 9年度 

（単位）－件 

 

指標の説明 

「家庭裁判所が管理している利用

者の数（12月末時点）」 

 

令和 3年度 令和 9年度 

（単位）－人 

適切な記述に

修正 

28 57 

第３章 

施策２ 

事業１ 

主な取組(2) 

成年後見制度が、本人らしい生活

を守るための制度として利用でき

るよう、本人の意向や状況を踏ま

えた適切な  後見人候補者が選

任されるよう支援します。～略～。 

成年後見制度を本人らしい生活が

送れるための制度として利用でき

るよう、本人の意向や状況を踏ま

えた適切な支援を行うことのでき

る後見人候補者の選任を行いま

す。～略～。 

 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

29 57 

第３章 

施策２ 

事業１ 

主な取組(2) 

コラム 

意思決定支援とは 

加齢や疾病などによる認知機能の

低下、障害などにより 判断能力

が不十分な状況にある方などの中

には、日常の支援やサービス利用 

決定に際して、専門職などによる

意思決定支援が必要な場合があり

ます。本人への支援は、自己決定

の尊重に基づき行う事が原則であ

り、～略～。 

 

意思決定支援とは 

加齢や疾病などによる認知機能の

低下、障害などにより、判断能力

が不十分な状況にある方の中に

は、日常の支援やサービス利用の

決定に際して、専門職などによる

意思決定支援が必要な場合があり

ます。本人への支援は、自己決定

の尊重に基づき行うことが原則で

あり、～略～。 

適切な記述に

修正 

30 58 

第３章 

施策２ 

事業１ 

主な取組(3) 

コラム 

  判断能力が十分でなく～略

～、地域全体で発見・つなぎ・支

援・見守りを行うのが地域連携ネ

ットワークの仕組みです。地域連

携ネットワークは以下の 3 つの機

能が有機的に連携することによ

り、構築されています。 

～略～ 

 

地域連携ネットワークは、判断能

力が十分でなく～略～、地域全体

で発見・つなぎ・支援・見守りを行

う仕組みであり、以下の 3 つの機

能が有機的に連携することによ

り、構築されています。 

～略～ 

適切な記述に

修正 

31 59 

第３章 

施策２ 

事業１ 

主な取組(4) 

認知症高齢者の増加等により、後

見人等の担い手の確保・育成等が

求められているため、地域に身近

な支援者である区民後見人を養成

し、～略～。 

 

認知症高齢者の増加等により、後

見人等の担い手の確保・育成等が

求められているため、地域の身近

な支援者である区民後見人を養成

し、～略～。 

適切な記述に

修正 

32 
60 

61 

第３章 

施策２ 

事業２ 

主な取組(6) 

所管課 

 

子ども家庭部管理課 子ども家庭支援課 組織改正によ

る修正 

33 
62 

63 

第３章 

施策２ 

事業３ 

主な取組(5) 

所管課 

 

子ども家庭部管理課 子ども家庭支援課 組織改正によ

る修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

34 63 

第３章 

施策２ 

事業３ 

主な取組(1) 

～略～。民生委員・児童委員を対

象に行う研修について、～略～、

委員の希望が反映されるように民

生委員・児童委員協議会の意見を

聞きながら進めていきます。また、

～略～、地区協議会間や委員同士

の交流や連携が深まり、情報共有

が図られるように支援します。 

～略～。民生委員・児童委員を対

象に行う研修について、～略～、

委員の希望が反映されるように民

生委員・児童委員協議会の意見を

聞きながら、委員活動の充実を図

ります。また、～略～、地区協議会

間や委員同士の交流や連携を深

め、情報共有が図られるように支

援します。 

 

適切な記述に

修正 

35 64 

第３章 

施策２ 

事業４ 

事業の方向

性 

 

○～略～、世帯や個人が抱える複

合的な支援に取り組む相談支援体

制を整備します。 

～略～。 

○～略～、世帯や個人が抱える複

合的な課題に取り組む相談支援体

制を整備します。 

～略～。 

誤記による修

正 

36 
64 

66 

第３章 

施策２ 

事業４ 

主な取組(6) 

所管課 

 

子ども家庭部管理課 子ども家庭支援課 組織改正によ

る修正 

37 65 

第３章 

施策２ 

事業４ 

主な取組(1) 

～略～。 

在宅医療・生活支援センターは、

～略～相談支援機関に共有を図

り、～略～。 

 

～略～。 

在宅医療・生活支援センターは、

～略～相談支援機関と共有を図

り、～略～。 

適切な記述に

修正 

38 65 

第３章 

施策２ 

事業４ 

主な取組(4) 

（４）地域ケア会議＊45の実施 

～略～、行政職員及び地域の関係

者で構成する  会議において～

略～。 

 

（４）地域ケア会議の実施～略～、

行政職員及び地域の関係者で構成

する地域ケア会議において～略

～。 

適切な記述に

修正 

39 65 

第３章 

施策２ 

事業４ 

主な取組(4) 

注釈 

 

地域ケア会議：～略～ － No.38 におい

て、記述を追

加したことに

より削除 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

40 68 

第３章 

施策２ 

事業５ 

主な取組(1) 

～略～。 

また、ひきこもりの状態にある人

には、就労による自立だけではな

い社会参加を促し、孤立しがちな

家族の方へのアプローチとして家

族会の開催を支援していきます。 

～略～。 

また、ひきこもりの状態にある人

には、就労による自立だけではな

い社会参加を促すとともに、孤立

しがちな家族の方へのアプローチ

として家族会の開催を支援してい

きます。 

 

適切な記述に

修正 

41 69 

第３章 

施策２ 

事業５ 

主な取組(3) 

自立支援センターは、～略～、支

援事業のあっせんや健康相談も実

施しており、～略～。 

センターの設置運営は、～略～、

地域への十分な情報提供と理解促

進に向けた取り組みを進めていき

ます。 

 

自立支援センターは、～略～、支

援事業のあっせんや健康相談を実

施しており、～略～。 

センターの設置運営は、～略～、

地域への十分な情報提供と理解促

進に向けた取組を進めていきま

す。 

適切な記述に

修正 

42 70 

第３章 

施策２ 

事業５ 

主な取組(5) 

注釈 

－ 依存症：人が「依存」する対象は

様々で、代表的なものに、アルコ

ール・薬物・ギャンブル等があり、

このような特定の物質や行為・過

程に対して、やめたくてもやめら

れない、ほどほどにできない状態 

 

わかりやすく

なるよう注釈

を追加 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

43 71 

第３章 

施策２ 

事業５ 

主な取組(5) 

コラム 

ウェルファーム杉並の 1 階フロア

にあるくらしのサポートステーシ

ョン（くらサポ）や、就労支援セン

ターの若者就労支援コーナー（す

ぎＪＯＢ）、ジョブトレーニング

コーナー（すぎトレ）、ハローワー

クコーナーは 生活自立支援、就

労支援の相談機関です。 

～略～ 

こんな不安や～略～ご家族への支

援を行っています。～略～。 

  区の生活自立支援～略～記載

しています。「困りごとフローチ

ャート」は 区の施設などどなた

でも手に取りやすい場所に順次置

いていきます。また、地域の相談

役である民生委員・児童委員等を

とおし 、地域でお困りの方への

案内をしています。 

 

ウェルファーム杉並の 1 階にある

くらしのサポートステーション

（くらサポ）や、就労支援センタ

ーの若者就労支援コーナー（すぎ

ＪＯＢ）・ジョブトレーニングコ

ーナー（すぎトレ）・ハローワーク

コーナーは、生活自立支援と就労

支援の相談機関です。 

～略～。 

このような不安や～略～家族への

支援を行っています。～略～。 

また、区の生活自立支援～略～記

載しています。「困りごとフロー

チャート」は、地域の相談役であ

る民生委員・児童委員等をとおし

て、地域でお困りの方へ案内して

います。今後、区の施設など誰で

も手に取りやすい場所に順次配置

していきます。 

適切な記述に

修正 

44 72 

第３章 

施策２ 

事業６ 

事業の方向

性 

生活保護制度は「困窮の程度に応

じ、必要な保護を行い、その最低

限度の生活を保障する」制度であ

るため、～略～を行っていきます。 

また「自立を助長する」ため、自立

支援プログラムを有効に活用し、

就労による生活の自立や健康の維

持・増進など、次世代の育成を支

援していきます。～略～。 

生活保護制度は困窮の程度に応じ

て必要な保護を行い、健康で文化

的な最低限度の生活を保障する制

度であるため、～略～を行ってい

きます。 

また、自立を助長するため、自立

支援プログラムを有効に活用し、

就労による生活の自立や健康の維

持・増進、次世代の学力向上や健

全育成などを支援していきます。

～略～。 

 

適切な記述に

修正 

45 
74 

75 

第３章 

施策２ 

事業７ 

主な取組(2) 

所管課 

 

住宅課 高齢者在宅支援課 住宅課    誤記による修

正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

46 75 

第３章 

施策２ 

事業７ 

主な取組(1) 

障害者の住まいの確保のため、～

略～。また、  障害者への支援

について ～略～、施設開設後の

事業所のサービスの質の向上を図

り、～略～。また、障害者が  地

域で継続して生活を送  るた

め、～略～。 

 

障害者の住まいの確保のため、～

略～。また、入居する障害者への

支援について、～略～、施設開設

後のサービスの質の向上を図り、

～略～。さらに、障害者が住み慣

れた地域で継続して生活を送れる

ようにするため、～略～。 

適切な記述に

修正 

47 75 

第３章 

施策２ 

事業７ 

主な取組(3) 

～略～。 

また、～略～、入居支援制度に協

力している不動産店の紹介や、～

略～。 

 

～略～。 

また、～略～、入居支援制度に協

力している不動産店の紹介、～略

～。 

適切な記述に

修正 

48 76 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(2) 

注釈 

 

－ 更生保護団体：保護司会のほか、

更生保護の活動を行っている組

織・団体のこと。杉並区では、杉並

区保護司会・杉並区更生保護女性

会・杉並区保護観察協会を指す 

わかりやすく

なるよう注釈

を追加 

49 76 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(6) 

取組項目 

 

生活困窮者に対する伴奏型支援の

実施（くらしのサポートステーシ

ョン）【再掲】 

生活困窮者に対する伴走型支援の

実施（くらしのサポートステーシ

ョン）【再掲】 

誤記による修

正 

50 76 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(7) 

所管課 

 

高齢者在宅支援課 

障害者施策課 

   

高齢者在宅支援課 

障害者施策課 

保健サービス課 

所管課追加に

よる修正 

51 77 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(1) 

注釈 

 

協力雇用主：犯罪や非行をした人

（刑務所出所者等）の自立及び社

会復帰に協力することを目的とし

て、～略～ 

協力雇用主：犯罪や非行をした人

（刑務所出所者等）の自立及び社

会復帰を支援することを目的とし

て、～略～ 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

52 77 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(1) 

注釈 

 

東京しごとセンター：東京都が都

民の方の雇用や就業を支援するた

めに設置した、～略～ 

東京しごとセンター：東京都が都

民の雇用や就業を支援するために

設置した、～略～ 

表記の統一に

よる修正 

53 77 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(2) 

～略～BBS 会の区内での発足を目

指している保護司会の取組を支援

します。～略～。 

～略～BBS 会の区内での発足を視

野に入れている保護司会等の更生

保護団体の取組を支援します。～

略～。 

区民等の意見

提出手続によ

る意見を踏ま

え、適切な記

述に修正 

 

54 78 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(2) 

コラム 

～略～ 

①保護観察 

犯罪をした人等に対して、～略～、

生活上の助言や就労の援助などを

行い その立ち直りを助けるもの

です。 

② 生活環境調整 

少年院や刑務所に収容されている

人が、仮釈放後にスムーズに社会

復帰を果たせるよう、帰り先の調

査、引受人との話 合い、就労の

確保などを行って受け入れ態勢を

整えるものです。 

～略～ 

 

～略～ 

①保護観察 

犯罪をした人等に対して、～略～、

生活上の助言や就労の援助などを

行い、その立ち直りを助けます。 

② 生活環境調整 

少年院や刑務所に収容されている

人が、仮釈放後にスムーズに社会

復帰を果たせるよう、帰り先の調

査、引受人との話し合い、就労の

確保などを行って受入態勢を整え

ます。 

～略～ 

適切な記述に

修正 

55 78 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(3) 

注釈 

保護観察官：～略～を行う社会内

処遇の専門家。   

保護観察官：～略～を行う社会内

処遇の専門家。社会内処遇とは、

刑務所等の矯正施設で行われる施

設内での処遇に対し、施設外（社

会の中）で処遇を行うもの 

 

適切な記述に

修正 

56 79 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(4) 

 

～略～犯罪をした人等の立ち直り 

  について、区民に広く周知し

ます。 

～略～犯罪をした人等の立ち直り

支援について、区民に広く周知し

ます。 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

57 

76 

79 

106 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(7) 

(7)  福祉サービスの利用支援 

～略～などと連携強化を図り、適

切な支援につなげます。   

(7)保健医療・福祉サービスの利用

支援 

～略～などと連携強化を図り、適

切な支援につなげます。また、薬

物依存症等のある人の立ち直りに

向けて、保健センターが窓口とな

って相談業務を行い、適切な機関

へつなぐなどの回復に向けた支援

を行います。 

 

区民等の意見

提出手続によ

る意見を踏ま

え、適切な記

述に修正 

58 79 

第３章 

施策２ 

事業８ 

主な取組(7) 

コラム 

 

～略～更生保護活動への理解をよ

り深めるため、区と保護司会 

  が中心となって、～略～。 

～略～更生保護活動への理解をよ

り深めるため、区と保護司会をは

じめとする更生保護団体が中心と

なって、～略～。 

区民等の意見

提出手続によ

る意見を踏ま

え、適切な記

述に修正 

59 83 

第３章 

施策３ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

60 
84 

86 

第３章 

施策３ 

事業１ 

主な取組(6) 

所管課 

 

子ども家庭部管理課 児童青少年

課 

地域子育て支援課 児童青少年課 組織改正によ

る修正 

61 85 

第３章 

施策３ 

事業１ 

主な取組(3) 

障害者の社会参加を促進するた

め、身近な地域で様々な人と集え

る講座・イベントや、バリアフリ

ーの設備～を図るとともに、障害

に理解のある従業員やサポーター

がいる店や場を増やす取組など、

～略～。 

障害者の社会参加を促進するた

め、身近な地域で様々な人と集え

る場や講座・イベント等を拡充す

るとともに、バリアフリーの設備

～を図ります。また、障害に理解

のある従業員やサポーターがいる

店舗、場を増やす取組を行うなど、

～略～。 

 

適切な記述に

修正 

62 87 

第３章 

施策３ 

事業１ 

主な取組(9) 

～略～、平成 9（1997）年に設置し

たものです。 

～略～、平成 9（1997）年に設置し

ました。 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

63 
88 

107 

第３章 

施策３ 

事業２ 

主な取組(2) 

該当分野 

 

地域福祉 

高齢者 

   

高齢者 

誤記による修

正 

64 89 

第３章 

施策３ 

事業２ 

主な取組(4) 

注釈 

 

杉並区シルバー人材センター：区

内に居住するおおむね 60 歳以上

の方で、～略～ 

杉並区シルバー人材センター：区

内に居住する概ね 60 歳以上の方

で、～略～ 

表記の統一に

よる修正 

65 92 

第３章 

施策３ 

事業３ 

主な取組(3) 

 

～略～、地域共生社会について考

えるきっかけをつくることで助け

合いの心の醸成を図ってい ま

す。 

～略～、地域共生社会について考

えるきっかけをつくることで助け

合いの心の醸成を図っていきま

す。 

適切な記述に

修正 

66 93 

第３章 

施策３ 

事業３ 

主な取組(7) 

 

認知症サポーター*76 の養成につ

いては、引き続き  講座を～略

～ 

認知症サポーター*76 の養成につ

いては、引き続きサポーター養成

講座を～略～ 

適切な記述に

修正 

67 93 

第３章 

施策３ 

事業３ 

主な取組(7) 

注釈 

 

認知症サポーター：～略～、支援

する応援者を養成する「認知症サ

ポーター養成講座」を受講した人 

認知症サポーター：～略～、支援

する応援者   

適切な記述に

修正 

68 93 

第３章 

施策３ 

事業３ 

主な取組(7) 

注釈 

チームオレンジ：認知症サポータ

ーの中で、さらにステップアップ

のための講座を受講した人たちが

中心となって、認知症本人やその

家族の支援ニーズに沿って支援す

るチーム 

 

チームオレンジ：認知症サポータ

ー等がチームとなって活動し、認

知症の人や家族が安心して暮らせ

るように支援を行う 

適切な記述に

修正 

69 95 

第３章 

施策３ 

事業４ 

主な取組(3) 

苦情調整委員制度は、保健福祉サ

ービスに不満を感じた利用者等か

らの相談に苦情調整委員が苦情の

申立てを含め応じ、問題の解決に

向けて対応しています。～略～。 

 

苦情調整委員制度は、保健福祉サ

ービスに不満を感じた利用者等か

らの相談や苦情の申立て苦情調整

委員が受け、問題の解決に向けて

対応しています。～略～。 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

70 101 

第４章 

計画の推進

に当たって 

～略～ 

○複雑化・多様化が想定される福

祉ニーズ～略～。 

 

～略～ 

○複雑化・多様化する福祉ニーズ

～略～。 

適切な記述に

修正 

71 105 

資料編 

保健福祉施

策において

分野横断的

に実施する

事業 

推進する事業 

地域の見守り体制の充実 

 

事業実現のための主な取組 

ＩＣＴを活用した高齢者在格サー

ビスの実施 

 

推進する事業 

地域の見守り体制の充実 

 

事業実現のための主な取組 

ＩＣＴを活用した高齢者在宅サー

ビスの実施 

誤記による修

正 

72 105 

資料編 

保健福祉施

策において

分野横断的

に実施する

事業 

 

  誤記による修

正 

73 107 

資料編 

保健福祉施

策において

分野横断的

に実施する

事業 

 

  誤記による修

正 

74 108 

資料編 

保健福祉施

策において

分野横断的

に実施する

事業 

 推進する事業及び事業実現のため

の主な取組の追加 

区民等の意見

提出手続によ

る意見を踏ま

え、記述を追

加 
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（２）杉並区子ども家庭計画 

No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

1 15 

第２章１ 

(4) 

～略～令和４年（2022年）４月で

待機児童５年連続ゼロを実現して

います。～略～。 

 

～略～令和５年（2023年）４月で

待機児童６年連続ゼロを実現して

います。～略～。 

適切な記述に

修正 

2 15 

第２章１ 

(4) 

～略～。また、乳幼児の心身の状

態や保護者の就労形態に柔軟に対

応できる多様な保育サービスを提

供していくため、障害児指定園、

延長保育、一時預かり事業、病児

保育 などの拡充を進めてきた結

果、「保育園利用者の満足度」は        

目標とする 90 ％前後となってい

ます。～略～。 

 

～略～。また、乳幼児の心身の状

態や保護者の就労形態に柔軟に対

応できる多様な保育サービスを提

供していくため、障害児指定園、

延長保育、一時預かり事業、病児

保育 などの拡充を進めてきた結

果、「保育園利用者の満足度」は令

和３年度時点で 90 ％に達してい

ます。～略～。 

適切な記述に

修正 

3 16 

第２章３ ～略～ 

〇区では、杉並区総合計画・実行

計画において、区の具体的な取組

とＳＤＧｓとの対応関係を明示

し、世界規模の課題と地域の課題

が重なっていることを区民と共有

した上で、各計画事業を推進して

いくこととしています。 

○このことを踏まえて、本計画に

おいても以下のとおりＳＤＧｓの

項目と区の取組との対応関係を明

示するとともに、今後とも世界共

通の目標として設定されたＳＤＧ

ｓの考え方と軸を一にした取組を

進めていきます。 

～略～ 

 

～略～ 

〇区では、杉並区総合計画・実行

計画において、区の具体的な取組

とＳＤＧｓとの対応関係を明示

し、世界規模の課題と地域の課題

が連なっていることを区民と共有

した上で、各計画事業を推進して

いくこととしています。 

○このことを踏まえて、本計画に

おいても以下のとおりＳＤＧｓの

目標と区の取組との対応関係を明

示するとともに、今後とも世界共

通の目標として設定されたＳＤＧ

ｓの考え方と軌を一にした取組を

進めていきます。 

～略～ 

適切な記述に

修正 

4 16 

第２章３ 本計画に関連するＳＤＧｓの取組 － 記載場所変更

のため削除 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

5 29 

第３章３ 

施策１ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

6 34 

第３章３ 

施策１ 

事業２ 

〇児童虐待

件数の推移

(1) 

 

～略～出典：杉並区データ ～略～出典：厚生労働省作成 適切な記述に

修正 

7 39 

第３章３ 

施策１ 

事業４ 

(4) 

 

～略～ 

④住宅確保給付金の支給 

～略～、住宅確保給付金の支給～

略～。 

～略～ 

④住宅確保給付金の支給 

～略～、住居確保給付金の支給～

略～。 

誤記による修

正 

8 45 

第３章３ 

施策２ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

9 53 

第３章３ 

施策３ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

10 67 

第３章３ 

施策４ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

11 68 

第３章３ 

施策４ 

事業１ 

(2) 

 

就学前の教育・保育が充実するよ

う、私立保育園と連携・協力し検

討します。 

就学前の教育・保育が充実するよ

う、私立幼稚園と連携・協力し検

討します。 

誤記による修

正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

12 70 

第３章３ 

施策４ 

事業１ 

○保育需要

率の推移 

○保育需要率の推移 

区における保育需要率は増加して

いましたが、鈍化しつつあります。 

○認可保育所等の利用児童数及び

申込者数の推移 

認可保育所及び地域型保育事業の

利用児童数は、依然増加傾向にあ

りますが、その増加幅は縮小して

います。また、令和２年度に保育

所等利用申込者数が減少に転じて

いることからも、保育需要の増加

は鈍化しつつある状況です。 

 

適切な記述に

修正 

13 71 

第３章３ 

施策４ 

事業２ 

(1) 

心理専門職や区立保育園の園長経

験者が各保育施設を訪問し、保育

士のスキルアップや保育内容、保

育環境の向上に向けた助言や相談

を行います。 

 

心理専門職や区立保育園の園長経

験者が各保育施設を訪問し、保育

士のスキルアップや保育内容・保

育環境の向上に向けた助言や相談

を行います。 

適切な記述に

修正 

14 71 

第３章３ 

施策４ 

事業２ 

(2) 

～略～。中核園の取組を実施する

に当たっては、中核園   を補

佐する区立保育園が、企画・運営

に参画するとともに、職員交流や

研修等における職員の応援、園庭

開放などの協力を行い、より充実

した取組につなげていきます。 

 

～略～。中核園の取組を実施する

に当たっては、中核園の取組を補

佐する区立保育園が、企画・運営

に参画するとともに、職員交流や

研修等における職員の応援、園庭

開放などの協力を行い、より充実

した取組につなげていきます。 

適切な記述に

修正 

15 71 

第３章３ 

施策４ 

事業２ 

(3) 

①保育士等の処遇改善 

国の処遇改善等加算金や都のキャ

リアアップ補助金を活用して、保

育士等の給与アップを図ります。 

 

①保育士等の処遇改善 

国の処遇改善等加算金や都のキャ

リアアップ補助金を活用し、保育

士等の給与アップを図ります。 

適切な記述に

修正 

16 75 

第３章３ 

施策４ 

事業４ 

○学童クラ

ブ需要率の

推移 

 

令和３年 25.5％ 令和３年 25.0％ 誤記による修

正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

17 79 

第３章３ 

施策５ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

18 92 

第４章 2⃣１ 

(2) ③ ア 

差引（B-A）  

令和５（2023）年度 575 

 

差引（B-A）  

令和５（2023）年度 572 

誤記による修

正 

19 92 

第４章 2⃣１ 

(2) ③ ア 

差引（B- A）  

令和６（2024）年度 367 

 

差引（B- A）  

令和５（2024）年度 363 

誤記による修

正 

20 93 

第４章 2⃣１ 

(2) ③ イ 

差引（B‐A）  

令和５（2023）年度 1322 

 

差引（B‐A）  

令和５（2023）年度 1320 

誤記による修

正 

21 93 

第４章 2⃣１ 

(2) ③ イ 

差引（B‐A）  

令和６（2024）年度 937 

 

差引（B‐A）  

令和６（2024）年度 935 

誤記による修

正 

22 93 

第４章 2⃣ 

＜確保策の

推進等に当

たっての基

本的な考え

方＞ 

～略～〇私立認可保育所等に対し

ては、引き続き、運営費等の一部

補助や保育士等の処遇改善・人材

確保支援に取り組むほか、次のと

おり保育の質を確保する取組を進

めていきます。【保育の質の確保

に向けた主な取組】・各保育施設

に対する巡回訪問・指導（区立保

育園園長経験者による巡回訪問、

医師・心理専門職による巡回指

導）・区立保育園における中核園

（令和２年(2020年)４月に７地域

で１園ずつ７園を指定。令和５年

(2023 年)４月に１０園に指定拡

大）による地域の保育施設間の連

携・情報共有等～略～ 

 

～略～〇私立認可保育所等に対し

ては、引き続き、運営費等の一部

補助や保育士等の処遇改善・人材

確保支援に取り組むほか、次のと

おり保育の質を確保する取組を進

めていきます。・各保育施設に対

する巡回訪問・指導（区立保育園

園長経験者による巡回訪問、心理

専門職による巡回指導）・区立保

育園における中核園（令和２年

(2020年)４月に７地域で１園ずつ

７園を指定。令和５年(2023 年)４

月に 10園に指定拡大）による地域

の保育施設間の連携・情報共有等

～略～ 

誤記による修

正 
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（３）杉並区健康医療計画 

No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

1 18 

第２章３ 

(1) 

～略～ 

国は、この健康日本 21（第二次）

の計画期間を令和 5（2023）年 ま

で 1年間延長し、令和 6（2024）年

度を始期とする次期プランについ

て、令和 5（2023）年春頃を目途に

公表予定としています。 

 

～略～ 

国は、この健康日本 21（第二次）

の計画期間を令和 5（2023）年度ま

で 1年間延長し、令和 6（2024）年

度を始期とする次期プランについ

て、令和 5（2023）年春頃を目途に

公表予定としています。 

適切な記述に

修正 

2 19 

第２章５ ～略～。このことを踏まえて、本

計画においても以下のＳＤＧｓの

目標と～略～。 

 

～略～。このことを踏まえて、本

計画においてもＳＤＧｓの目標と

～略～。 

適切な記述に

修正 

3 19 

第２章５ 健康医療分野に関連する３つの目

標 

－ 記載場所変更

のため削除 

4 20 

第２章６ 

(2) 

若年層は、減少傾向、高齢者は、増

加傾向となっています。～略～ 

 

若年層、高齢者ともに、増加傾向

となっています。～略～ 

適切な記述に

修正 

5 21 

第２章６ 

(3) 

19 歳未満の人口数と 59 歳以下の

人口数では、各年齢階級で比較す

ると、おおよそ 2 倍の差となって

います。～略～。 

 

0歳以上 19歳以下の各年齢階級別

人口数は、20 歳以上 59 歳以下の

各年齢階級別人口数のおおよそ 2

分の 1となっています。～略～。 

適切な記述に

修正 

6 23 

第２章６ 

(7) 

表中の単位 

％ 

 

表中の単位 

歳 

誤記による修

正 

7 24 

第２章６ 

(8) 

表中の単位 

％ 

 

表中の単位 

  （単位なし） 

誤記による修

正 

8 31 

第３章２ 

施策１ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

9 41 

第３章２ 

施策１ 

事業５ 

(4) 

所管課 

 

地域子育て支援担当課 地域子育て支援課 組織改正によ

る修正 

10 45 

第３章２ 

施策２ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

11 45 

第３章２ 

施策２ 

成果指標の

現状と目標

値 

(1) 

 

単位 

人 

単位 

「―」（空欄でなく ― を表記） 

適切な記述に

修正 

12 53 

第３章２ 

施策３ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

13 67 

第３章２ 

施策４ 

ＳＤＧｓの

ゴールとの

関係 

 

－ ＳＤＧｓのゴールとの関係 記載場所変更

による追加 

14 81 

第４章１ 

(4) 図表 1 

区分 男性 

 

～略～ 

④ 女性の自殺者数の約 1.7 倍で

ある 

～略～ 

④ 女性の自殺者数の約 2 倍であ

る 

表記の統一に

よる修正 

15 81 

第４章１ 

(4) 図表 1 

区分 女性 

～略～ 

③ 自殺の原因・動機は、男女問題

が多い 

～略～ 

 

～略～ 

③ 自殺の原因・動機は、健康問題

が多い 

～略～ 

表記の統一に

よる修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

16 81 

第４章１ 

(4) 図表 1 

区分  若年

層（39 歳以

下） 

 

～略～ 

② 女性の 30 歳代までの自殺割合

が高い 

～略～ 

② 女性の 20 歳代で自殺者数が増

加している 

表記の統一に

よる修正 

17 85 

第４章１ 

(7) 

～略～ 

③自殺未遂者への支援の強化 

自殺未遂者は再び自殺する可能性

が高いことから、再度の自殺を防

ぐための取組が必要です。～略～。 

～略～ 

③自殺未遂者への支援の強化 

自殺未遂者は再び自殺を試みてし

まう可能性が高いことから、再度

の自殺を防ぐための取組が必要で

す。～略～。 

 

表記の統一に

よる修正 

18 85 

第４章１ 

(8) 

過去 5 年間の自殺者数の合計に基

づき、令和 3(2021)年に、いのち支

える自殺対策推進センター（ＪＳ

ＣＰ）が分析した～略～。 

 

過去 5 年間の自殺者数の合計に基

づき、令和 4(2022)年に、いのち支

える自殺対策推進センター（ＪＳ

ＣＰ）が分析した～略～。 

誤記による修

正 

19 90 

第４章３ 

(2) ①［2］ 

所管課 

 

～略～、地域子育て支援担当 、

子ども家庭支援担当、～略～ 

～略～、地域子育て支援課、 子

ども家庭支援課、～略～ 

組織改正によ

る修正 

20 92 

第４章３ 

(2) ③［6］ 

所管課 

 

子ども家庭支援担当 子ども家庭支援課 組織改正によ

る修正 

21 94 

第４章３ 

(3) ①［1］ 

概要 

障害者地域相談支援センター（す

まいる）での        プ

ログラムや障害者団体等の催し物

等を活用し、障害者の孤立を予防

します。 

 

障害者地域相談支援センター（す

まいる）での電話による相談やプ

ログラム、障害者団体等の催し物

等を活用し、障害者の孤立を予防

します。 

適切な記述に

修正 

22 95 

第４章３ 

(3) ①［4］ 

所管課 

 

子ども家庭支援担当 子ども家庭支援課 組織改正によ

る修正 

23 97 

第４章３ 

(3) ②［5］ 

注釈 

 

フォントの変更（明朝→ゴシック） 

デートＤＶ：～略～ 

デートＤＶ：～略～ 表記の統一に

よる修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

24 98 

第４章３ 

(3) ③［3］ 

概要 

職場におけるメンタルヘルス対策

の充実を推進するため、小規模事

業所で働く人を対象に、ストレス

チェックの配布や、相談先の周知

を行います。自らの心の状態を知

り、早期に対応することを促すこ

とで、うつ病・うつ状態の予防を

図ります。 

 

職場におけるメンタルヘルス対策

の充実を推進するため、小規模事

業所で働く人を対象に、ストレス

チェックの活用や、相談先の周知

を行います。自らの心の状態を知

り、早期に対応することを促すこ

とで、うつ病・うつ状態の予防を

図ります。 

表記の統一に

よる修正 

25 98 

第４章３ 

(3) ③［4］ 

所管課 

 

地域子育て支援担当、子ども家庭

支援担当、～略～ 

地域子育て支援課、子ども家庭支

援課、～略～ 

組織改正によ

る修正 

26 98 

第４章３ 

(3) ③［5］ 

所管課 

 

地域子育て支援担当、子ども家庭

支援担当、～略～ 

地域子育て支援課、子ども家庭支

援課、～略～ 

組織改正によ

る修正 

27 105 

資料編１ 

分野 1-1 

【目標】がん

による死亡

を減らす 

指標 がんの 75 歳未満年齢調整死

亡率 

目標値（Ａ） 

男性 

92.1人 

女性 

51.4人 

現状値（Ｂ） 

男性 

79.6人 

女性 

52.6人 

～略～ 

目標値（Ｄ） 

男性 

67.9人 

女性 

49.2人 

～略～ 

 

指標 がんの 75 歳未満年齢調整死

亡率 

目標値（Ａ） 

男性 

92.1＿（単位なし） 

女性 

51.4＿ 

現状値（Ｂ） 

男性 

79.6＿ 

女性 

52.6＿ 

～略～ 

目標値（Ｄ） 

男性 

67.9＿ 

女性 

49.2＿ 

～略～ 

適切な記述に

修正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

28 106 

資料編１ 

分野 1-1 

【目標】メタ

ボリックシ

ンドローム

の該当者を

減らす 

 

指標 特定保健指導対象者割合の

減少率（平成 20年度比） 

現状値（Ｂ） 

 24.80% 

指標 特定保健指導対象者割合の

減少率（平成 20年度比） 

現状値（Ｂ） 

 24.8% 

誤記による修

正 

29 107 

資料編１ 

分野 1-2【目

標】適正な質

と量の食事

をとる人を

増やす 

 

食事 

増やす 

食事 

増やす 

誤記による修

正 

30 108 

資料編１ 

分野 1-2 

【目標】適正

な体重を維

持している

人を増やす 

 

維持 

増やす 

維持 

増やす 

誤記による修

正 

31 108 

資料編１ 

分野 1-2 

【目標】身体

活動・運動を

増やす 

指標 習慣的に運動している子ど

もの割合 

目標値（Ｄ） 

 

中学 2年 

増やす 

 

     

増やす 

 

指標 習慣的に運動している子ど

もの割合 

目標値（Ｄ） 

 

     

     

 

中学 2年 

増やす 

誤記による修

正 

32 110 

資料編１ 

分野 3 

【目標】むし

歯のない人

を増やす 

 

指標 3歳のむし歯のない者の割合 

現状値(Ｂ) 

94  ％ 

指標 3歳のむし歯のない者の割合 

現状値(Ｂ) 

94.1％ 

誤記による修

正 
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No 頁 項目 計画案 修正内容 修正理由 

33 111 

資料編１ 

分野 3 

【目標】何で

も噛んで食

べることが

できる人を

増やす 

 

指標 80歳で 20本以上自分の歯を

持つ者の割合 

現状値(Ｂ) 

82.1％ 

指標 80歳で 20本以上自分の歯を

持つ者の割合 

現状値(Ｂ) 

82.3％ 

誤記による修

正 

34 117 

資料編２ 

(4) 

区の男女別年代別自殺者数は、男

女共に 50 歳代が最も多く、次い

で 20 歳代、30 歳代、40 歳代の

順に多くなっています。 

区の男女別年代別自殺者数は、男

性では 50歳代が最も多く、次いで

30 歳代、40 歳代の順に多くなって

います。女性では 20歳代が最も多

く、次いで 30 歳代、60歳代の順に

多くなっています。 

 

表記の統一に

よる修正 

35 121 

資料編２ 

(11) 

男女別職業別自殺者数の割合で

は、全国及び東京都と比較して、

男性は失業者の割合が大きく、女

性は被雇用者及びその他無職者の

割合が大きくなっています。 

 

男女別職業別自殺者数の割合で

は、全国及び東京都と比較して、

男女ともに被雇用者及びその他無

職者の割合が類似又はやや大きく

なっています。 

表記の統一に

よる修正 

36 122 

資料編２ 

(13) 

男女別原因・動機別自殺者数の割

合では、全国、東京都と比較して、

男性は経済・生活問題、女性は男

女問題の割合が大きくなっていま

す。 

原因・動機別の割合では、全国、東

京都と比較して、男性は経済・生

活問題の割合が大きく、女性は経

済・生活問題がやや小さく、男女

問題がやや大きい割合となってい

ます。 

 

表記の統一に

よる修正 

 


